
3 ※ＫＰＩ・・・ 「重要目標達成指標」組織が一定の目標を達成するため、目標に向かってのプロセスが
順調に進んでいるかどうかを点検する最も重要な指標

問 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
畜
産
、
酪
農
へ
の
影
響

が
大
き
い
。
十
分
な
対
策
が
必
要
だ
。

答  

乳
用
牛
へ
の
和
牛
の
受
精
卵
移
植

や
経
営
転
換
な
ど
の
支
援
を
考
え
る
。

酪
農
は
５
０
０
頭
規
模
の
農
場
を
作
る

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
の
支
援
を
進
め
た
い
。

問 

和
牛
、
き
ぬ
む
す
め
、
し
い
た
け

な
ど
の
食
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
と
も
に

食
材
を
使
っ
た
料
理
の
開
発
・
普
及
を
。

答  

来
年
度
予
算
の
中
で
、
鳥
取
の
名

物
料
理
を
応
援
す
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
考
え
て
み
た
い
。

問 

中
山
間
地
域
の
基
盤
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
農
地
の
集
積
率
に
応
じ
て
農

家
負
担
を
最
大
ゼ
ロ
に
で
き
る
制
度
を

周
知
す
る
べ
き
だ
。
集
落
で
の
農
業
の

将
来
像
を
描
く
人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成

に
、
県
の
関
与
を
強
め
る
べ
き
だ
。

答  

各
方
面
に
周
知
し
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
作
っ
た

の
は
２
２
１
集
落
で
、
全
集
落
の
14
％

だ
。
１
０
０
の
重
点
集
落
を
設
定
し
、

問 

県
民
の
が
ん
死
亡
率
は
全
国
ワ
ー

ス
ト
３
位
。
平
均
寿
命
、
健
康
寿
命
、

喫
煙
、
飲
酒
、
野
菜
摂
取
量
、
一
日
の

歩
数
な
ど
健
康
指
標
も
総
じ
て
悪
い
。

健
康
寿
命
全
国
１
位
な
ど
の
目
標
を
掲

げ
、全
市
町
村
で
地
域
医
療
保
健
活
動
、

健
康
づ
く
り
活
動
を
強
め
る
べ
き
。

答 

特
に
男
性
で
肝
臓
が
ん
、
胃
が
ん
、

肺
が
ん
の
死
亡
率
が
高
い
。
が
ん
検
診

受
診
率
向
上
対
策
に
さ
ら
に
取
り
組

む
。
身
近
な
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
る

な
ど
の
生
活
習
慣
の
改
善
、
健
康
づ
く

り
が
大
事
だ
。
市
町
村
や
大
学
、
医
師

会
な
ど
関
係
者
の
力
を
結
集
し
て
、
集

落
や
地
域
に
入
り
込
ん
で
県
民
一
丸
と

な
る
よ
う
な
行
動
計
画
を
、
新
年
度
に

向
け
て
作
っ
て
実
践
し
て
い
き
た
い
。

問 

地
域
医
療
構
想
策
定
に
関
し
て
、

国
は
１
５
０
０
床
の
病
床
削
減
目
標
を

示
し
た
が
、
県
の
将
来
予
測
で
は
医
療

需
要
は
伸
び
、
現
状
よ
り
多
く
必
要
。
一

方
、
在
宅
医
療
の
体
制
整
備
も
必
要
だ
。

答 

国
に
は
現
場
を
よ
く
見
て
く
れ
と

言
っ
て
い
る
。
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
医

療
構
想
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。
在
宅

医
療
に
つ
い
て
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
足
り
な
い
。
体
制
整
備
へ
医

療
関
係
者
等
と
話
し
合
っ
て
み
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
林
業
振
興

地
域
医
療
と
健
康
づ
く
り

花
御
所
柿
の

ブ
ラ
ン
ド
化

外
来
生
物
対
策

更
な
る
促
進
を

 

福
田 

俊
史 

議
員

選
挙
区  

八
頭
郡　
会
派  

自
由
民
主
党

 

前
田
八
壽
彦 

議
員

選
挙
区  

鳥
取
市　
会
派  

自
由
民
主
党

問 

県
で
は
地
方
創
生
に
向
け
て
の
県

版
総
合
戦
略
の
中
で
食
の
み
や
こ
鳥
取

の
ブ
ラ
ン
ド
発
信
を
大
き
く
掲
げ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
機
に
鳥
取
県
の
隠
れ
た

逸
品
で
あ
り
日
本
一
の
甘
柿
で
あ
る
花

御
所
柿
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
み
て

は
ど
う
か
と
思
う
が
知
事
の
所
見
は
？

答 
花
御
所
柿
は
糖
度
が
非
常
に
高
く

果
肉
も
緻
密
、
見
栄
え
も
大
き
さ
も
他

の
柿
に
な
い
特
徴
が
あ
る
。
御
所
柿
の

一
種
と
し
て
売
り
込
む
よ
り
新
品
種
と

し
て
売
り
込
ん
だ
方
が
新
規
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
花
御
所
柿
も
ブ
ラ
ン

ド
化
に
結
び
つ
け
た
い
と
思
う
。

問 

生
態
系
や
人
間
活
動
の
影
響
が
大

き
い
日
本
の
侵
略
的
外
来
種
１
０
０

種
の
う
ち
特
定
外
来
種
が
10
種
、
そ

れ
以
外
の
外
来
生
物
が
36
種
、
県
内

で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
対
策
は
。

答 

外
来
生
物
対
策
は
前
田
議
員
の
質

問
も
あ
り
意
識
改
革
や
施
策
を
推
進
し

て
き
た
。
今
年
と
来
年
で
生
物
多
様
性

基
本
法
に
基
づ
く
地
域
戦
略
を
策
定
す

る
。
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
為
の
緩

や
か
な
戦
略
と
外
来
生
物
に
対
す
る
厳

し
い
規
制
も
盛
り
込
み
な
が
ら
戦
略
を

ま
と
め
る
方
向
で
あ
る
。
こ
の
２
つ
の

柱
で
戦
略
づ
く
り
に
舵
を
切
り
た
い
。

一
般
質
問

　

９
月
定
例
会
で
は
、
28
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
本
紙
で
は
、
各

議
員
の
質
問
の
中
か
ら
、
質
問
と
答
弁

の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
議
事

録
の
全
文
は
、
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

 

会
派
正
式
名
称

自
由
民
主
党
…
鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

民　

主　

党
…
鳥
取
県
議
会
民
主
党

希の
　
　
　
ぞ
　
　
　
み望
…
鳥
取
県
議
会
会
派
希の

ぞ
み望

公　

明　

党
…
公
明
党
鳥
取
県
議
会
議
員
団

共　

産　

党
…
日
本
共
産
党
鳥
取
県
議
会
議
員
団

て
い
る
が
、国
の
対
応
は
冷
淡
だ
っ
た
。

石
破
大
臣
に
も
申
し
上
げ
て
い
く
。

問  
県
の
総
合
戦
略
は
、
人
口
が
減
る

中
山
間
地
で
の
達
成
目
標
が
少
な
い
。

答  

中
山
間
地
の
振
興
に
つ
い
て
は
Ｋ

Ｐ
Ｉ
（
※
）
等
を
も
う
一
度
精
査
し
て
加

え
る
べ
き
は
加
え
る
方
向
で
検
討
す
る
。

市
町
村
、
農
協
等
と
推
進
す
る
。
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平
和
な
生
活
・

地
方
創
生

ア
ー
ト
ピ
ア
で

移
住
の
促
進
を

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
、
県

立
美
術
館
な
ど

鳥
取
県
の
観
光

戦
略
を
問
う

大
規
模
養
鶏
場

の
悪
臭
対
策

 

横
山 
隆
義 

議
員

選
挙
区  

東
伯
郡　
会
派  

希の
ぞ
み望

 

川
部　

洋 

議
員

選
挙
区  

倉
吉
市　
会
派  

希の
ぞ
み望

 

藤
井 

一
博 

議
員

選
挙
区  

東
伯
郡　
会
派  

自
由
民
主
党

 

木
村 

和
久 

議
員

選
挙
区  

鳥
取
市　
会
派  

民
主
党

 

島
谷 

龍
司 

議
員

選
挙
区  

鳥
取
市　
会
派  

自
由
民
主
党

問 

①
戦
後
70
年
、
政
治
の
基
本
は
命

を
大
切
に
す
る
こ
と
と
考
え
る
が
、
平

和
へ
の
思
い
、
平
和
を
め
ぐ
る
政
治
情

勢
に
つ
い
て
の
認
識
を
問
う
。
②
ソ
フ

ト
面
を
充
実
さ
せ
た
魅
力
あ
る
鳥
取
づ

く
り
が
高
齢
移
住
者
を
増
や
し
、
地
方

創
生
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

①
平
和
は
我
が
国
の
一
番
大
き
な

財
産
。
県
民
の
暮
ら
し
、
命
の
た
め
に

こ
の
身
を
さ
さ
げ
て
い
き
た
い
。
②
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
や
人
材
バ
ン
ク
等
様
々
な
モ
デ
ル
事

業
に
取
り
組
み
、
幸
せ
が
約
束
さ
れ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
が
県
政
の
使
命
。

問 

ア
ー
ト
を
使
っ
た
地
域
お
こ
し
は

全
国
で
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
鳥
取

県
の
藝げ
い

住じ
ゅ
う

祭さ
い

と
い
う
の
は
非
常
に
ユ

ニ
ー
ク
な
試
み
な
の
で
、
地
方
創
生
の

目
玉
戦
略
と
し
て
藝
住
＝
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
移
住
を
打
ち
出
し
て
は
ど
う
か
？

問 

①
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
実
現
へ

の
決
意
は
②
県
立
美
術
館
建
設
に
つ
い

て
③
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
を
活
用
し
た

県
中
部
の
観
光
振
興
策
を
。

答 

①
地
方
創
生
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と

し
て
、地
域
の
特
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、

部
局
横
断
的
な
体
制
の
下
で
構
想
の
実

現
を
図
る
。
②
美
術
館
建
設
の
必
要
性

は
あ
る
と
考
え
る
。
具
体
案
に
つ
い
て

は
、
県
民
の
合
意
を
得
た
上
で
、
議
場

で
の
審
議
を
経
て
決
め
る
。
③
環
日
本

海
交
流
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

中
部
観
光
の
一
つ
の
基
軸
と
し
て
燕
趙

園
の
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

問 
今
後
、
中
海
宍
道
湖
圏
へ
動
く
関

西
・
山
陽
エ
リ
ア
、
時
間
距
離
が
短
く
な

る
名
古
屋
エ
リ
ア
の
自
家
用
車
・
バ
ス
利

用
の
お
客
様
は
、
必
ず
無
料
の
鳥
取
道
・

山
陰
道
を
使
う
。
動
線
を
分
析
し
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
商
品
造
成
・
営
業
が
必

問 

鳥
取
市
賀
露
の
大
規
模
養
鶏
場
の

悪
臭
は
、
空
港
や
港
、
県
東
部
の
観
光

商
業
拠
点
の
「
か
ろ
い
ち
」
等
に
近
接

す
る
た
め
、
住
民
は
勿
論
、
観
光
客
へ

も
多
大
な
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、

移
転
等
を
含
め
根
本
的
な
対
策
を
講
ず

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答 

事
業
者
の
多
大
な
負
担
な
ど
で
移

転
は
現
実
的
に
は
大
変
困
難
だ
が
、
臭

気
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
と
い

う
鳥
取
市
の
方
針
を
踏
ま
え
、
市
と
十

分
に
連
携
し
て
、
事
業
者
に
対
し
て
も

技
術
的
、
財
政
的
支
援
を
必
要
に
応
じ

て
や
っ
て
い
き
た
い
。

気
高
道
の
駅

鳥
取
地
鶏
ピ
ヨ

 
中
島 

規
夫 

議
員

選
挙
区  

鳥
取
市　
会
派  

自
由
民
主
党

問 
①
Ｈ
29
開
通
の
西
道
路
に
関
連
し

た
「
気
高
道
の
駅
」
②
痩
せ
る
砂
浜
海

岸
と
砂
が
堆
積
す
る
港
の
整
備
③
食
の

み
や
こ
鳥
取
県
の
一
つ
で
あ
る
鳥
取
地

ど
り
ピ
ヨ
、
以
上
３
点
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
知
事
の
考
え
を
伺
う
。

答 

①
道
の
駅
の
事
業
主
体
が
国
か
県

か
で
協
議
し
て
い
る
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
遅
れ
な
い
よ
う
に
す
る
②
海
岸
と
港

は
サ
ン
ド
リ
サ
イ
ク
ル
で
修
復
し
て
い

く
な
ど
の
方
法
は
あ
る
が
、
井
手
ヶ
浜

は
必
要
な
予
算
を
確
保
し
て
進
め
る
③

ピ
ヨ
の
生
産
拡
大
体
制
を
現
場
サ
イ
ド

で
意
見
交
換
し
改
め
て
議
会
に
諮
る
。

答 

鳥
取
ら
し
い
地
方
創
生
と
し
て

「
ア
ー
ト
ピ
ア
」
づ
く
り
、
す
な
わ
ち

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
住
ん
で
も
ら
う
と
い

う
本
来
我
々
が
目
指
し
て
い
た
と
こ
ろ

を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

ア
ー
ト
ピ
ア
構
想
に
つ
い
て
は
ぜ
ひ
世

に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い

き
た
い
。

要
だ
が
ど
う
か
。

答 

議
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う

に
、
交
通
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
対

応
し
た
戦
略
・
お
金
が
落
ち
る
仕
掛
け
、

経
済
効
果
が
上
が
る
よ
う
に
地
域
を
作

り
変
え
て
い
く
事
な
ど
、
基
本
的
な
戦

略
は
同
感
で
あ
り
、
議
員
の
方
向
性
と

一
致
し
て
い
る
と
思
う
。
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観
光
、
酪
農
の

振
興
策
、
防
犯

 

広
谷 
直
樹 

議
員

選
挙
区  

岩
美
郡　
会
派  

自
由
民
主
党

問 

①
本
県
の
観
光
の
現
状
と
将
来
の

姿
は
。「
瑞み
ず

風か
ぜ

」
運
行
へ
の
対
応
は
。

②
酪
農
に
関
す
る
補
助
制
度
の
条
件
緩

和
、
予
算
枠
拡
大
等
制
度
拡
充
の
検
討

が
必
要
。
③
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
・
運
用

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
が
必
要
。

教
育
現
場
で
の

拉
致
問
題
学
習

 
松
田　

正 

議
員

選
挙
区  

米
子
市　
会
派  

自
由
民
主
党

問 
子
ど
も
た
ち
に
拉
致
問
題
の
実
情

を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
風
化
を
防
ぐ
上

で
最
も
重
要
で
あ
る
。
教
育
現
場
で
の

拉
致
問
題
指
導
資
料
の
活
用
状
況
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

答 

（
教
育
長
）
初
任
者
研
修
等
の
機

会
を
捉
え
て
、
模
擬
授
業
を
実
施
す
る

な
ど
し
て
、
具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ

い
て
教
職
員
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
に

工
夫
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
全

県
で
約
40
校
で
指
導
資
料
を
活
用
し
た

学
習
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
拉
致

問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の

学
習
の
推
進
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

大
山
山
頂

天
空
の
ホ
タ
ル

 

澤　

紀
男 

議
員

選
挙
区  

米
子
市　
会
派  

公
明
党

ス
ポ
ー
ツ
と

地
域
活
性
化

 

浜
崎 

晋
一 

議
員

選
挙
区  

鳥
取
市　
会
派  

自
由
民
主
党

問 

①
ジ
ャ
マ
イ
カ
鳥
取
キ
ャ
ン
プ
の

大
成
功
を
機
に
、布
勢
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
振
興
を
融
合
し
た
地

域
活
性
化
を
推
進
す
べ
き
で
は
。
②

ジ
ャ
マ
イ
カ
自
治
体
と
の
姉
妹
交
流
に

向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
加
え
、
文
化
な

ど
様
々
な
交
流
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

答 

①
布
勢
総
合
運
動
公
園
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
向
け
て
整
備
を
進
め
つ
つ
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
（
※
）
等
も
活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
機
能
を
強
化
し
た
い
。

②
姉
妹
都
市
提
携
に
向
け
て
先
方
と
協

議
し
、
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
に
と
ど
ま
ら

ず
様
々
な
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
。

街
な
か
の
若
者

居
住
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

 

福
浜 

隆
宏 

議
員

選
挙
区  

鳥
取
市　
会
派  

無
所
属

問 
①
若
者
が
住
み
た
い
と
思
え
る
街

な
か
居
住
施
策
の
強
化
を
②
映
像
を
活

用
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
発
信
を
③
ガ
イ
ナ
ー
レ

応
援
機
運
の
再
構
築
を
④
教
育
現
場
で

保
護
者
対
応
に
当
た
る
専
門
家
育
成
を
。

答 

①
当
初
予
算
で
仕
掛
け
づ
く
り
を

問 

大
山
の
山
頂
付
近
に
生
息
す
る
ヒ

メ
ボ
タ
ル
は
日
本
で
一
番
高
い
標
高
に

生
息
し
て
い
る
。
保
護
団
体
に
よ
る
調

査
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
と
大
山
を
結
び
つ
け

た
情
報
発
信
に
つ
い
て
知
事
に
伺
う
。

答 

山
頂
に
は
ヒ
メ
ボ
タ
ル
が
生
息
し

う
る
環
境
が
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た

と
思
う
。
新
年
度
予
算
に
調
査
費
を
計

上
し
研
究
調
査
を
行
い
た
い
。
情
報
発

信
で
は
、
天
空
に
ホ
タ
ル
が
舞
う
よ
う

な
ユ
ニ
ー
ク
な
自
然
、
そ
れ
が
大
山
だ

と
訴
え
る
こ
と
も
一
案
だ
と
思
う
。
来

年
、
米
子
で
開
催
す
る
ホ
タ
ル
サ
ミ
ッ

ト
の
財
政
的
支
援
も
含
め
応
援
す
る
。

答 

①
観
光
は
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
動

か
し
て
い
く
。
本
県
の
良
さ
を
磨
き
上

げ
世
界
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
確
立
す

る
。
瑞
風
の
運
行
成
功
に
向
け
て
良
好

な
環
境
作
り
に
動
き
た
い
。
②
国
の
制

度
に
漏
れ
る
場
合
、
県
の
補
助
制
度
を

組
む
形
で
再
整
備
の
必
要
性
が
あ
る
。

③
今
年
度
中
に
作
れ
る
よ
う
急
ぐ
。

考
え
る
②
映
像
多
用
は
賛
成
。
情
報
提

供
す
る
人
の
都
合
で
作
る
面
か
ら
ベ
ク

ト
ル
を
切
り
替
え
て
再
構
成
し
た
い
③

厳
し
い
状
況
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
も
う

一
度
原
点
に
立
ち
返
る
必
要
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
も
生
の
姿
を
見
る
機
会
を

確
保
し
た
い
④
（
教
育
長
）
専
門
人
材

に
よ
る
チ
ー
ム
対
応
等
を
検
討
す
る
。

※ＤＭＯ… 地域全体の観光マネジメントを一本化する着地型観光のプラットフォーム組織


